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市民リテラシーで地域の課題解決へ

-身近なとこから考えよう！-

日本語みらいラボ主催
江東区の日本語教育研究会 第２回

日時：2021年11月20日（土） 14:00～16:00

場所：zoom開催 IDなどは申込後にご連絡いたします。

神吉宇一
（武蔵野大学・
日本語みらいラボ顧問）

内容： ① 話題提供者や宇一先生から、「市民リテラシー」に関する
話を聴きます。

➁ 参加者全員で、「身近な市民リテラシー」「私にできる市民
リテラシー」について話しあいます。

申込：下記URLにアクセスし、必要事項を記入ください。
https://forms.gle/MABNiZteesNkJrAd9
後日、当日のzoomURLをご連絡します。

主催：日本語みらいラボ（深川）
代表：中野 玲子

https://sites.google.com/view/milailabo/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0

中野 玲子
日本語みらいラボ
（深川）代表

日本語みらいラボ（深川）メンバー

話題提供者

共生社会の実現に向けて、前回は「ゆるさ」「繋がり」をキーワードに考えてみました。今回
は、「市民リテラシー」をキーワードに一緒に江東区の共生社会を語り合いましょう。
「市民リテラシー」については、当日、どんな考え方なのかをみんなで共有したいと思います。

黒崎 善子
生粋の江東っ子
元日本語教師

① 奥村恵子氏 明治学院大学 国際学部助教
世界の玄関口として「国際都市おおた」を宣言した大田区では、多文化共生推進プラン
のもと地域外国人へのさまざまな支援を行っています。今回は外国人児童生徒を対象に
した「夏休み学習教室」についてお話しします。

➁ 山下千聖氏 早稲田大学大学院日本語教育研究科博士在籍
昨今、外国にルーツのある子どもに対して様々な支援が実施されています。しかし、支援が
行き届かず少年院に入ってしまう少年がいます。これまで注目されてこなかった外国にルーツ
のある非行少年の事例をお話しします。


